
 

 

１．科目名（単位

数） 
社会言語学 （2 単位） 

３．科目番号 
EJJP2344 

EIJP2144 
２．授業担当教員 大橋 真由美 

４．授業形態 講義、グループ討議、発表等 ５．開講学期 春期 

６．履修条件・ 

他科目との関係 
 

７．講義概要 

社会言語学とは、社会の中で言語がどのように使用されているかに関し理解を深める学問である。具体的に

は社会の中の性差、地域差、世代差などによる言語の運用について日本語を対象にしながら学んでいく。す

なわち本講義は、日本語教育に必要な日本語の運用規則を理解するとともに，言語教育に携わる上での言語

観を養うための基礎的科目といえる。日本語母語話者が無意識に行っている言語活動を「社会」という観点

から見つめ直すことで，日本語の多様性および日本語の運用規則を理解する。 

８．学習目標 

１．社会言語学の研究領域と研究対象を含む基礎的考え方を理解する。 

２．日本社会における言語使用の多様性について性差、地域差、世代差を対象としながら具体的に理解する。 

３．日本社会において日本語の会話構造を理解する。 

４．日本語教育における社会言語学の意義について理解する。 

９．アサイメント 

（宿題）及びレポ

ート課題 

1. 授業前までに教科書の指定ページを読み、印象に残ったこと、疑問点など整理しておくこと（事前課題）。 

2. 授業後、授業の感想・コメント、質問を記入し提出すること（事後課題）。 

3. 身近な言語景観で面白いと思ったものを発表する（第12回）。 

4. 授業内で扱った内容から1つテーマを選び、分析を行う。第11回で研究テーマ・研究計画を発表し、第15

回で研究結果を発表する。発表時の議論、フィードバックを踏まえ、研究成果をレポートにまとめて提

出する。 

10．教科書・参考

書・教材 

【教科書】石黒圭著『日本語は「空気」が決める－社会言語学入門』光文社新書、2013 年 

【参考書】授業内で適宜紹介する。 

11．成績評価の規準

と評定の方法 

○成績評価の規準 

１．社会言語学の研究領域と研究対象を含む基礎的考え方を理解できたか。 

２．日本社会における言語使用の多様性について性差、地域差、世代差を対象としながら具体的に理解でき

たか。 

３．日本社会において位相による日本語の運用規則を理解できたか。 

４．日本語教育における社会言語学の意義について理解できたか。 

○評定の方法 

授業への参加態度             30％ 

授業ごとの提出物             30％ 

期末レポート               40％ 

なお、本学規定により 3/4 以上の出席が確認できない場合は単位の修得を認めない。 

12．受講生への 

メッセージ 

この授業では、地域、世代、ジェンダーなどの社会によって、日本語がどのように使い分けられているかを

学んでいく。この授業を通して、多様な日本語に触れ、自分たちがどのように日本語を使い分けているのか

を考えながら、授業に参加してほしい。 

13．オフィスアワー 初回の講義で通知する。 

14．授業展開及び授業内容 

講義日程 授業内容 学習課題 

第１回 オリエンテーション、社会言語学とは 
事前学習 社会言語学とは何か、考えてくる。 

事後学習 授業の疑問点、感想・コメントを書く。 

第２回 第二章 地域に根差した言葉：方言 
事前学習 教科書 p47－p70 に目を通しておく。 

事後学習 授業の疑問点、感想・コメントを書く。 

第３回 第三章 話し手に根ざした言葉：ジェンダー、世代 
事前学習 教科書 p74－p92 に目を通しておく。 

事後学習 授業の疑問点、感想・コメントを書く。 

第４回 第三章 話し手に根ざした言葉：社会階層、役割語 
事前学習 教科書 p93－p99 に目を通しておく。 

事後学習 授業の疑問点、感想・コメントを書く。 

第５回 
第四章 聞き手に合った言葉： 

親疎関係、アコモデーション理論、上下関係 

事前学習 教科書 p102－p108 に目を通しておく。 

事後学習 授業の疑問点、感想・コメントを書く。 

第６回 第四章 聞き手に合った言葉：敬語とポライトネス 
事前学習 教科書 p109－p114 に目を通しておく。 

事後学習 授業の疑問点、感想・コメントを書く。 

第７回 第五章 状況に合った言葉 
事前学習 教科書 p118－p131 に目を通しておく。 

事後学習 授業の疑問点、感想・コメントを書く。 

第８回 第六章 伝達方法に合った言葉 
事前学習 教科書 p134－p148 に目を通しておく。 

事後学習 授業の疑問点、感想・コメントを書く。 

第９回 第七章 日本語の人称表現 
事前学習 教科書 p150－p180 に目を通しておく。 

事後学習 授業の疑問点、感想・コメントを書く。 

第１０回 談話分析とその方法 
事前学習 事前配布資料に目を通しておく。 

事後学習 授業の疑問点、感想・コメントを書く。 



 

 

第１１回 
言語景観 

研究テーマと研究計画発表 

事前学習 
これまでの学習内容を参考に、興味のあるテ

ーマについて考えてくる。 

事後学習 
授業の疑問点、感想・コメントを書く。フィ

ードバックを踏まえ、研究計画を修正する。 

第１２回 
言語景観発表 

第九章 言葉と文化 

事前学習 

身近で気になった言語景観を見つけ、写真な

どを撮っておく。教科書 p204－p219 に目を

通しておく。 

事後学習 授業の疑問点、感想・コメントを書く。 

第１３回 第十章 言葉の変化 
事前学習 教科書 p222－p251 に目を通しておく。 

事後学習 授業の疑問点、感想・コメントを書く。 

第１４回 第十一章 言葉と政治 
事前学習 教科書 p254－p274 に目を通しておく。 

事後学習 授業の疑問点、感想・コメントを書く。 

第１５回 
プレゼンテーション：社会言語学的観点から分析 

これまでの内容の振り返り、レポート準備 

事前学習 
プレゼンテーションの準備をする。学習内容

を復習し、疑問点を明らかにしておく。 

事後学習 
これまでの学習内容、フィードバックを踏ま

え、レポートを作成する。 

 


